
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

三

七

七

号

日
中
戦
争
を
想
定
し
た
佐
藤
栄
作
元
内
閣
総
理
大
臣
の
米
国
に
よ
る
中
国
へ
の
核
報
復
に
係
る
発
言
及
び
我
が

国
の
核
武
装
に
つ
い
て
の
外
務
省
の
見
解
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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日
中
戦
争
を
想
定
し
た
佐
藤
栄
作
元
内
閣
総
理
大
臣
の
米
国
に
よ
る
中
国
へ
の
核
報
復
に
係
る
発
言
及
び
我
が

国
の
核
武
装
に
つ
い
て
の
外
務
省
の
見
解
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
二
月
二
十
二
日
付
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
一
九
六
五
年
一
月
、
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
初
め
て
米
国
を
訪
問
し
た

佐
藤
栄
作
元
内
閣
総
理
大
臣
が
、
当
時
の
マ
ク
ナ
マ
ラ
米
国
防
長
官
と
会
談
（
以
下
、
「
会
談
」
と
い
う
。
）
し
、
日
本
が
中

国
と
戦
争
に
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
「
米
国
が
直
ち
に
核
に
よ
る
報
復
を
行
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
米
国
に
対

し
て
、
中
国
へ
の
核
報
復
を
求
め
る
発
言
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
同
日
付
で
外
務
省
が
公
開
し
た
外
交
文
書
で
明
ら
か
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
会
談
」
で
佐
藤
元
総
理
は
、
「
日
本
は
核
兵
器
の
所
有
あ
る
い
は
使
用
に
つ
い
て
あ
く
ま
で
反
対
だ
。
技
術
的
に
は
核

爆
弾
を
つ
く
れ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
よ
う
な
考
え
方
は
採
ら
な
い
。
」
と
、
日
本
と
し

て
核
兵
器
を
製
造
し
、
使
用
す
る
考
え
は
な
い
こ
と
を
示
す
一
方
で
、
「
陸
上
へ
の
核
兵
器
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
発
言
に

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
に
な
れ
ば
話
は
別
で
、
米
国
が
直
ち
に
核
に
よ
る
報
復
を
行
う
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
そ
の
際
、
陸
上
に
核
兵
器
用
施
設
を
造
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
洋
上
の
も
の
な
ら
ば
直
ち
に

発
動
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
、
米
国
に
よ
る
中
国
へ
の
核
報
復
を
求
め
、
我
が
国
へ
の
核
の
持
ち
込
み
を
容
認

一



す
る
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
。
右
の
当
時
の
佐
藤
元
総
理
の
発
言
は
、
一
九
六
七
年
十
二
月
に
自
身
が
表
明
し
た
非
核
三
原

則
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

二

同
じ
く
本
年
十
二
月
二
十
二
日
付
で
公
開
さ
れ
た
外
交
文
書
に
よ
る
と
、
一
九
五
九
年
二
月
、
当
時
の
外
務
省
は
「
核
非

武
装
宣
言
の
可
否
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
我
が
国
が
核
非
武
装
を
宣
言
す
る
こ
と
は
、
安
全
保
障
上
の
寄
与
が
少
な
く
、
同

時
に
世
界
の
軍
縮
の
進
展
に
貢
献
す
る
も
の
で
も
な
い
と
断
ず
る
文
書
を
作
成
し
、
我
が
国
の
核
非
武
装
に
つ
い
て
否
定
的

な
見
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
外
務
省
は
、
我
が
国
の
核
非
武
装
に
つ
い
て

ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


